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■ 日時：2015 年 10 月 10 日（土）13：00 〜（五福キャンパス大学祭初日）
■ 場所：生涯学習部門第１学習室
































…・11 月 17 日（火）：学びの場としての富山大学を知る
　（大学内散策、ヘルン文庫訪問、学食体験、災害対策プラザ訪問）

















































■ 日時：2016 年 2 月 20 日（土）13:30 〜 16:00
■ 場所：富山大学生涯学習部門第１学習室
■ 話題提供：「富山における災害とその対策」
　 北陸地方整備局富山河川国道事務所副所長　齋藤　充　氏
－ 34 －
〈グループごとに発表〉
○　グループ討議で、どんなことにみんなが不安を持っているのか、ということからはじまりまし
て、防災の意識って、ちゃんとみんな持っているのか。形はあるけど中身は無いような感じに
なっているところが、一番の不安。あと、老人の方。認知症をお持ちだったりとか、身体的に
もリスクをお持ちの方がどのように避難したらいいのか。現場のことを把握されているのか、
というところ。
○　地域のことと災害のこと、２点に絞りました。少子化・高齢化が進んでおりまして、なかなか
ネットワークの構築がしにくいと。特に日中若い方が勤めに出ているときに災害があった場合
の案内、救助が難しいんじゃないか。また、個人情報の問題がネックになっておりまして、介
助が必要な方の救助ができない心配もある。
○　各町内自主防災会がありますけど、災害によっては隣の町内に避難しなくてはならないことも
あり、隣の町内とうまく連携がとれていないと、避難がしにくいんじゃないか。水害について
は時間的な余裕があるんで心配ないということでしたので、何が一番心配かというとやはり地
震。その次に台風。この２点が話題にあがりました。避難場所が小学校だったり中学校だった
りするわけですけど、現在学校に備蓄品がありません。毛布もなければ食料も水もありません。
避難してどうやってそこで過ごすのか。市や県の財政で備蓄品をお願いしたい。
－ 35 －
○　まず、皆さん大きな災害は経験されていない、というところから始まりまして、いくつかキー
ワードを書き出していただきました。まずは地域のネットワークが大事だと。色んな年齢構成
がありますが、新しい住宅・団地では働いておられる方が多くて、土日も集まる機会が少ない
と。ある程度コミュニティがしっかりしているところでも、世代によって、若い方と前からい
らっしゃる方との結びつきが弱い。若い方を取り込んで、いろんな活動をしていく必要もある。
○　自主防災活動のマンネリ化があり、そもそも自主防災会がない、全然活動していないというと
ころもある。訓練も毎年やってるんですけど、毎年同じような訓練で、半分つきあいだけで参
加しているというところも問題点としてあげられました。
○　超高齢社会への対応ということで、今は自分たちで避難できても、十年後、本当に避難できる
のかと。ちゃんとまわりが支えてくれるような形になるか心配であるということがあげられま
した。
